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3年目の八尾P、いよいよ大詰め
 　　　　　　　　　　　まちの将来像を思い描く

 

東京大学都市デザイン（西村・北沢）研究室

「危機にさらされている世界遺産をどう守るか」

上新町第2回フォーラム

パネル展示 西町 帰り道



Ｍ2・7人が語る「これから」

♂ ♀ 海外
国内

進学
就職

三宅坂の眺め

衝撃の女性率

Ｍ２・7人のデータ

先2月、めでたく修士号を取得したＭ２の7人。就職する人、
進学する人、進路はさまざまだが、論文の重圧から解放された
院生たちは、いかなる日々を過ごしているのだろうか―。マガ
ジン編集部は、全員にアンケート調査を実施した。返答のあっ
た順に、回答全文を掲載する。

　去年の暮れに生まれた甥っ子が、ふた月ぶりに会ったらぐん
と重くなっていた。3kgだった体重が6kg近くになった、と言う
から、1日あたり3kg÷60日＝50gの増量。母乳だけで日一日成
長してゆく健やかな姿に、「おじさん」は目を細めるばかり。
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　学生最後なので、まちづくりや環境先進国と言われるドイ
ツへの旅行を計画中です（といっても普通の観光旅行です
が）。4月からは都市計画コンサルタントに勤めます。実務と
して関わる立場で、たくさんのことを勉強していきたいと思
います。

　現在は学生最後の長期休暇を堪能しています。２月には関西
に１週間程出かけ、３月には直島に行く予定です。新年度から
は、横浜市役所に勤務します。配属される部署は未定です
が、これまでの学生生活で学んできたことを故郷で、実践で
きるよう努力したいと考えています。

東京を駆ける　第1回　ランナーと坂
坂はランナーの天敵の一つであるが、単調な
スポーツであるランニングに彩りを与えてくれる
のもまた坂である。世界が高速化する以前、マ
ラソンの名コース・名勝負にはかならず坂の影が
あった。BostonのHeartbreak Hill、Barcelona
のMontjuic、SydneyのAnzac Bridge…そして旧東
京国際の四ツ谷の坂もまたそこに名を連ねてい
る。
 
　ご存知の通り、東京の上野から皇居を経て田
園調布にいたる武蔵野台地の崖線上には、個性
的な坂が無限に散らばっており、四ツ谷の坂もそ
の代表である。武蔵野台の坂には著名なものも
多く、昌平坂・神楽坂・道玄坂など挙げればキ
リがないが、東京のランナーにとって重要な坂と
しては、皇居の三宅坂を挙げたい。東京国際の四
ツ谷の坂をプロの壁と称すなら、皇居ランニン
グの三宅坂はアマの壁と呼べるだろう。西に最
高裁・国立劇場、東に内濠と半蔵門を、地下に
首都高を従えるこの坂は、日本屈指のダイナミッ
クな構成を持っている。

　走り書きで申し訳ないですが、これでなんとかしてください。
明日から、日本にいないので手直しもできません（発行日までに
戻ることも無いです）。
最後まですんません。
おたっしゃで。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(柴田)

　アンケート発送翌日に、真っ先に返信のあった、柴田Ｍ２。喜
多方、京浜での仕事の速さには定評があり、今回も水際立った仕
事師ぶりを発揮した。…と思いきや…。

　文中「これ」の指すモノがどうにも不明で編集部も途方に暮れ
た。ともあれ、明日から海外へ飛び立つ、ということは伝わったの
で、無事を祈るのみだった。
　続いては、「回答例」をふまえつつ、お願いした締め切りにきち
りと合わせてきた、貫禄の「チーフ」こと鈴木Ｍ２。

＜短中期的に：今年度残りの予定など＞
先ず、友人と旅行に行ってきます！また、大学院の２年間、まち
あるき以外に、殆どスポーツらしきものに触れていない（正確に
は、まちあるきはスポーツではないですが）ので、この機会に、
スポーツを再開しようと思っています。あとは、修士論文をもう
一度ブラッシュアップさせつつ、プロジェクト等の活動も少しず
つ再開させるつもりです。

＜中長期的に：新年度からの新生活に向けて＞
新年度以降も、やはり数日後の締め切りに追われることも多々あ
るでしょうが（笑）、もっと長期的に物事を見据えつつ、広い視
野を持って、地道かつ着実に、研究等に邁進しようと思っていま
す。
新年度も、研究室の皆さんにはお世話になりますが、どうぞよろ
しくお願い致します。
※追伸　２階の院生室は、９階・１０階に負けず劣らず、研究等
をするには非常に良い環境です！新年度の席替えでは、ぜひ２階
へ！

「学年きっての自由人」と呼び声高い江口Ｍ２は、予想通りじっ
としていない。卒業旅行の幹事も務め、波に乗っている。

　今年度、残りは３月頭にメキシコとニューヨークにいってきま
す。ずっと見たかった、ルイス・バラガンとルイス・カーンの建
築を見る予定です。両方ともルイスです。３月末には、波瀾万丈
が予想される、M2大卒業旅行を控えております。また、４月頭に
はマラッカの街とオランウータンを見に、マレーシアに行ってき
ます。
新年度からは、修士の研究を発展させて、寺社と都市の関係につ
いて大きな視点からの切り口を探していきたいと思っています。

　江口Ｍ２の相棒・楊Ｍ２は、大きな動きはないながらも、「三
年後」にキラリと野心を燃やす。

　二年間は一瞬で終わりました。修士生活はいよいよ残り１ヶ月
未満です。この一ヶ月は論文の修正と新年度の手続きをする予定
です。後は、楽しい卒業旅行を期待しています～～
この二年間の中で、いろんな人に出会って、いろんな人に助けて
もらった為、順調な留学生活が出来ました。来年度も引き続き、
研究室に在籍する予定です。どうぞ、よろしくお願いします。出
来れば、三年後、博士号を取りたいです。
そして、この三年間はもっと日本の町を見てみたいです。三年
後、自分は一人前になれるように頑張りたいと思っています。
よろしく～～

　飄々と社会へ出る心情を吐露したのは、「北の一匹狼」三澤Ｍ
２。

　学生生活も残すところ1ヶ月余りとなった。自分としては東京巡
遊＋写真撮影でもしようかなあと思っている。あとは3月下旬に友
人の結婚式があるので、来年度に向けて幸せをお裾分けしてもら
おう。４月からは、よく回転し、外れ落ちる歯車として頑張ろう
と考えている。

　最後は、多忙だったか、締め切りをしばらく過ぎてから届い
た、就職組2人（順に、西原Ｍ２、早坂Ｍ２）。いずれも、充実
の旅行計画と実務への意気込みを語った。

怒濤の進学率 内外旅人率

　以上の武蔵野台の坂はおおよそ高低差20m～
30mを持つ。23区の最高地点は世田谷の砧あた
りの55mなので、これは結構なものだが、これ
らの坂は「東京最高」の坂ではない。東京に
はもうひとつ、忘れてはならない坂があっ
た。

 レインボーブリッジである。芝浦とお台場を
結ぶこのつり橋の両側には、東京湾を一望で
きるプロムナードが設置されており、昼間は
無料で渡ることができる。1.2kmの間に海抜0m
から最高60m(現地掲示による）一気に登るこ
の道は、風も強い上空気も悪く、優雅な眺め
に反して東京最大の難所といってもよいだろ
う。東京の顔であるこの橋が新東京マラソン
のコースから外れたのは、交通規制の問題だ
けではあるまい。

　ビル群という衣服に隠された大都市・東京
の体躯は坂において初めて浮き出る。その体
験に散歩はもちろんよろしい。が、その生の
感触をより強く感じる術として、私はジョギ
ングをぜひおすすめしたい。
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